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１．研究計画の概要 
数学および物理学の様々な局面に登場する
一変数のモジュラー形式，準モジュラー形式
について，何故それがモジュラーになるのか，
何故そこにモジュラー形式が現れるのか，と
いう問題意識を根底におきながら，連携研究
者それぞれの専門に立脚しつつ，連絡をとり
ながら研究を進める．具体的には 
（1） 超幾何型の微分方程式の解になってい

るようなモジュラーおよび準モジュラ
ー形式の研究 

（2） 多重ゼータ値と多重アイゼンシュタイ
ン級数の研究 

（3） 楕円モジュラー関数，トンプソン級数
の研究 

（4） 共形場理論，ミラー対称性，位相不変
量などに現れるモジュラー形式の研究 

などを骨子とする． 
 
２．研究の進捗状況 
(1)については，SL(2,Z)の場合およびレベル
の小さなヘッケの合同部分群の場合に以前
行ってきたことをレベル 2，3 のフリッケ群
の場合に行った．この場合，ヘッケ群では見
られないような，SL(2,Z)の場合との強い類
似が見られる．(2)は，これまでの二重アイ
ゼンシュタイン級数とモジュラー形式の間
の密接な関係を一般化するべく，三重アイゼ
ンシュタイン級数のいわゆるシャッフル積
に関する計算を行い，形式的な部分はある程
度二重アイゼンシュタイン級数と並行した
議論が出来ることを確かめた．(3)について
は，まず，楕円モジュラーj-関数やそのレベ
ル 2,3 での類似物について，通常の q展開で
はなく，ある特定のモジュラー関数で展開し

たときの係数の 2進位数について著しい明示
的公式を見つけた．類似のことが 3進的にも
成り立つことをいくつか確かめている．また
エクストリーマルなモジュラー形式とある
テータ級数の間の 2 べき，3 べきを法とする
合同式を見出した．応用としてエクストリー
マルなモジュラー形式のある分数べきが整
係数になることを示した．さらに，楕円モジ
ュラーj-関数の実二次点での「値」を，その
点での双曲的フーリエ展開の定数項として
定義し，その値の数値計算と，基本的な性質
の証明を行なった．数値計算の示唆する所は
非常に興味深く思われ，ディオファンタス近
似からの観点からの考察と，マルコフ数に関
連する実二次数での値の実験と考察を行な
った．(4)は，楕円曲線上の共形場理論にお
けるモジュラー性，Gromov-Witten 不変量の
モジュラー性についての幾何学的理解が進
みつつある． sl2 の制限量子群からある方法
で結び目不変量を構成し，色つきアレキサン
ダー多項式，また共形場理論との関係を論じ
た．これらはいずれもモジュラー形式，また
擬モジュラー形式との関係が深い対象であ
りその明示的な関係を見つけることが課題
である． 
   
３．現在までの達成度 
   ②おおむね順調に進展している． 
(理由) (1)については当初計画通りに進んで
いるが，(2),(4)は計算上の困難が予想以上
に大きいなど，これまでのところ当初の見込
みを下回る達成度であるが，これからの努力
により到達可能な範囲と考える．(3)は当初
計画以上に進展している．フーリエ係数の p
進的研究も順調であるが，新たに実二次点で
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の値に関する研究について非常に興味深い
方向が示されつつある． 
 
４．今後の研究の推進方策 
著しい成果の一つである楕円モジュラー関
数の実二次点での値に関する研究を重点的
に推し進める．上記(2)については，最近同
様の研究が進められていると聞くイギリ
ス・ダーラム大学の H.Gangl のグループの研
究の情報を収集しながら，理論的な観察で計
算の簡易化が図られないかを調べていく．
(3)では Atkin の方法で構成される 2 進的保
型形式との関連を追求する．(4)の観点につ
いては連携研究者間の連絡をより密にして，
モジュラー形式を軸とするお互いの連関を
更に探っていく． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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